
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

日ごとに春の気配が濃くなる 4 月 1 日、令

和 8 年度の辞令交付式を執り行いました。

今年は 26 名の新入職員が、緊張の中にも

希望に満ちた表情で仲間に加わりました。

地域の皆さまに寄り添う医療を目指し、全

員で手を取り合い精進してまいります。 

 
 
 
 
 
 
 

4 月 1 日・2 日の 2 日間にわたり、当セン

ターにて新入職員研修会を行いました。 

研修では、社会人の土台となる基本マナー

をはじめ、当財団の理念や成り立ちへの理

解を深める講義のほか、専門職として必須

となる脳卒中の基礎知識、医療現場の安全

を守るための KYT（危険予知トレーニン

グ）、さらには感染症対策の基本である手指

消毒の実技など、多岐にわたるプログラム

を実施しました。特に医療安全の演習では、

グループワークで話し合うことでチームワー 

クの芽生えも感じられました。これからの成 

長がとても楽しみです。 
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質の高い医療・リハビリテーションを実践し､ 

地域社会の保健医療福祉に貢献します。 



 
 
 
 
【当院の特徴】 
リハビリテーションの専門職には理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の３つ種類があり、当院
には県内最多の約 150 人が在籍しています。豊富な人材で 365 日、切れ目のないリハビリを提
供していることが最大の強みです。患者様が再び自分らしい生活へ戻れるように一丸となって取
り組んでいます。 

【入院初日からのリハビリ開始】 
病気療養中は安静が必要な場合もありますが、脳卒中後のリハビリは回復のためにできるだけ早
くベッドから起きて活動することが重要だとされています。当院では医師の指示のもと、入院初
日から患者様の状態に合わせたリハビリを開始し、過度な安静による心身機能の低下が起こらな
いようにしています。 

【リハビリ専門職の役割】 
脳卒中の症状は傷ついた脳の部位によって異なるため、リハビリ専門職はそれぞれの分野の視点
で症状を確認します。患者様が「できること」をひとつずつ確認しながら、「できないこと」の要
因を分析してリハビリを実践します。また、患者様が達成したい目標をご本人はもちろん医師や
看護師、ご家族と共有し、安心してリハビリに取り組んでいただけるように努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

当院では年間を通し学生の病院実習受
け入れを積極的に行っています。病院実
習とは大学や養成校で学んだ座学の知識
を、実際の現場で体験し実践するもの
で、卒業あるいは国家資格取得のために
は必須のものです。看護師は弘前市内す
べての大学や養成校から多くの実習生を
受け入れ、理学療法士、作業療法士、言
語聴覚士は青森県内だけではなく宮城・
山形・岩手・北海道からの実習生も受け
入れています。また、人数の多い部署だ
けではなく薬剤師や管理栄養士、医療相
談員、医療事務を志す学生にも毎年広く
対応しています。日常の仕事と並行して
実習生の皆さんを受け入れ、医療の現場の実際を学んでいただくということは責任も重く簡単な
仕事ではありませんが、ときには自分たちの学生時代や就職して間もない頃を思い出しながら、
将来を担う若者への期待を込めてできるだけ丁寧に取り組んでいます。実習生にとっては病院と
いう職場の雰囲気を感じ、職員や患者さんとのコミュニケーション能力を身につける貴重な機会
でもあります。 
 

   


